
次世代のためにがんばろ会

八代市における青少年による水環境に係る
自主活動の支援推進事業

 熊本県八代市活動地域

専門家を招いた
学習会等 28 回

青少年チームメンバー 50 人

今年度計画の達成度 80 ％

目標達成度 40 ％

実 践

ひろげる助成

1年目

活動内容と成果
● 「エコユース八代」が7月発足、現在50人がメンバー
登録し、年間11の体験企画に参加
● 高校生動画募集に2作品の応募あり
● 2022年4月開催アジア水サミットでは、「エコユース
八代」の登壇が決まり、その資料作りをオンライン会
議で実施
● 企画に参加したメンバーが、次の企画に他の人を
誘ったり、教員の後押しもあり、回を重ねるごとにメ
ンバーが増加
● 発足時、「八代がいい所と思うか？」の問いにだれも
手を上げなかったが、成果発表会ではメンバーが全
員、「八代が好きになり誇れる場所」と回答課　題

八代海とその沿岸干潟を保全するために、水・干潟
保全に関する企画を設けて、高校生に水利活用・対
策の歴史、生き物との繋がりを学ぶ実体験の機会を
提供しなければならない。

目　標
自然と人との共生を学ぶことで干潟を守る人材が増
え、魅力的な干潟保全が進み、自然との共生を願う市
民の意識が向上する。

〒866-0856 
熊本県八代市通町6-43
電話：0965-32-5081
E-mail：kankyo@eco-yukarin.info
HP：https://www.ganbarokai.net/

We Love YATSUSHIRO ！We Love YATSUSHIRO ！

水の歴史散策学習会水の歴史散策学習会

球磨川河口の環境を持続的に保全するために、若者が水環境や干潟に関する広範
な知識・情報を学び、自発的に活動するための機会を提供（サポート）し、持続可能
な地域社会をつくるための担い手を育成する（ESD）。

今後の
展望

苦労した点と工夫した点

■苦労した点
メンバーが高校生なので全員が揃う
ことも困難な上、新型コロナウイル
スの影響で会場開催も難しかった。

■工夫した点
① オンライン機材の操作習得
② 記録ビデオによる振り返り学習会
や、オンライン定例会によるメン
バー間の情報共有

（特非）　環境パートナーシップちば

SDGs・ESDをひろげるための
“ちば”拠点づくり

 千葉県活動地域

ひろげる場づくり 11 回

ひろげる人づくり 7 回

今年度計画の達成度 100 ％

目標達成度 60 ％

実 践

ひろげる助成

1年目

活動内容と成果
「SDGs・ESDをひろげるための“ちば”拠点」を作る
拠点づくり会議、SDGs・ESDの理解促進のフォーラ
ム、セミナーを開催した。拠点づくりの活動へつなぐ
ために、ESDプログラム体験会、ユース活動支援等
新型コロナウイルス感染症対策を踏まえて実施し
た。事業には南房総市の支援もあり多様な主体の参
加があった。拠点の見える化の一つとして、ホーム
ページができ、2022年度から内容の充実を図る。
「SDGsちば南拠点会議（仮称）」で県南地域の輪と活
動が広がることが期待され、県北拠点づくりにもい
かしていく。課　題

SDGsを達成するための、多様な主体が相互の活動
を知り共有する場がない。また、環境保全活動・環境
学習・学校や企業・行政との協働取組みが広がらな
いことなど。

目　標
SDGs・ESDへの取組みを多様な主体と協働して今
後広げるために、「SDGs・ESDをひろげるための“ち
ば”拠点」を作る。

〒262-0006 
千葉県千葉市花見川区横戸台
21-13
E-mail：info@kanpachiba.com
HP：https://kanpachiba.com/

公開フォーラム開催（事業スタート）公開フォーラム開催（事業スタート）

ESDプログラム公開体験会ESDプログラム公開体験会
「安馬谷里山」「安馬谷里山」

2年目は、SDGsちば北拠点づくりを目指す。今後の
展望

苦労した点と工夫した点

■苦労した点
対面会議、ESDプログラム体験会等
でオンライン併用のためのWi-Fi会
場探しや、バス使用等新型コロナウ
イルス対応に苦労した。

■工夫した点
ハイブリッド会議、オンライン会議、
企画・運営会議では、協議内容等を
事前に共有するなど、一体感を持て
るように工夫した。
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